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『携帯主韓米向Iすマルチメディア放送の委書老後送業務の認定!こ係る鱗皮繋備に自書する

考え方害事J Iこ関し、下旬のとおり重量.!lI.i!::擬出します。� 
1) 手続き主体会t不司耳目聖であり、被孝義!こ感じるので綴僚かつ明確な繁華書きが行えるよう求めます。

綴li撃には放送記長.!::後控室法が存華査し、隠じシステム宏事j湾、しても放送と主主要草されたり、民事華道義僚と理解され、その度� 

iこ望窓口から解釈する緩念まで大勢〈異なっていE障す。

この事法システムを導入し護霊殿するこど努総量守する側にとっては大きなE患者重で&>り好家しくありません。� 

な〈同一法令ま霊殿、関一窓口!こ1]実験か雪隠滅なのか、有料なのか無料なのか、私企業なのか公約機関なのか等の霊訪

よって処理撃をれること後援みます窃� 

2) 	 総料放送役軍事の毒事釈を明確に緩まをされたい。

幾富豪サービス唱を鍍供するにあたり、その~支援を得るためには綴々な方法があるが、どの方銭安選択しでも必漢とさ
れる責務の総額害事が明白になるよう整理されたい。

場合によっ"'CIま、電気通f議事業法の解釈とクロスオーバーする等、複雑な解釈とならぬよう整理していただ〈奉安� e

強く蒙み"*す。� 

3) 	 ~量殺放送事業者がきを滋放送事調義者と放送の景色昔話線約が幸喜ばれる場合や、主主争奪約分野を委審まずる場合など伶介護事業
や外毒事とのき島託契約に綴して翻曲に行3毛、かつ、その契約霊長費量が変更しでも事業継続が容差益になるよう手続きを

簡素化していただきたい@

特に、運葬祭野手襲撃の変更が綴湾の継続性後綴なう湯会‘主罰金調達などの問鎮で障壁となることが予想� Eされるため、毒事� 
ι業者の統合、分害義も含め話路線な変化においても継続伎が係縛される税Eおこしていただ惨たい。

以よ。


